
日
本
の
経
験
を
活
か
し
た
開
発
途
上
国
の
農
村

開
発
の
方
法
の
な
か
で
、
生
活
改
善
手
法
は
、
参

加
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を

も
ち
、
対
象
地
域
住
民
の
自
発
的
、
主
体
的
で
、

な
お
か
つ
自
立
的
、
持
続
的
な
活
動
を
醸
成
す
る

も
の
と
し
て
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
研
修
な
ど
で
採
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

本
稿
の
課
題
は
、
生
活
改
善
手
法
が
わ
が
国
の

農
村
社
会
・
経
済
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
て
き
た
な
か
で
、
ひ
と
り
の
指
導
者
、
矢
口

光
子
に
焦
点
を
あ
て
、
彼
女
の
功
績
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
通
じ
て
生
活
改
善
手
法
の
理
論
的
背

景
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

矢
口
光
子
は
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
○
）
年
、

農
林
省
二
代
目
生
活
改
善
課
長
に
就
任
し
た
医
師

で
あ
る
。
昭
和
五
○
年
に
退
官
し
、
社
団
法
人
農

村
生
活
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
農
生
研
）
を
設
立
、

彼
女
の
得
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
生
活
改
善
手

法
の
有
効
性
、
重
要
性
を
確
認
（
研
究
）
し
、
広

め
る
活
動
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
一
方
で
農
村

女
性
の
代
弁
者
と
し
て
そ
の
地
位
を
高
め
る
活
動

を
実
践
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
九
九
四

（
平
成
六
）
年
六
月
六
日
、
七
一
歳
で
他
界
さ
れ

た
。筆

者
は
、
農
生
研
が
設
立
さ
れ
た
一
年
後
、
一

九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
二
月
に
財
団
法
人
農
村

開
発
企
画
委
員
会
か
ら
文
化
人
類
学
専
攻
の
研
究

者
と
し
て
招
請
さ
れ
、
農
生
研
解
散
の
二
○
○
四

（
平
成
一
六
）
年
三
月
ま
で
勤
務
し
て
き
た
。

●
第
二
期
の
生
活
改
善
へ

わ
が
国
の
生
活
改
善
活
動
は
、
敗
戦
後
の
占
領

政
策
の
重
要
な
課
題
、
協
同
農
業
改
良
普
及
事
業

の
一
つ
の
柱
と
し
て
昭
和
二
三
年
か
ら
開
始
さ
れ

た
。
農
業
改
良
普
及
と
農
家
の
生
活
改
良
普
及
の

制
度
は
、
米
国
の
農
業
技
術
普
及
制
度
を
踏
襲
し

た
も
の
で
、
そ
の
目
的
と
し
て
、
戦
後
日
本
の
復

興
に
か
か
わ
る
近
代
化
と
民
主
化
を
促
進
す
る
役

割
が
持
た
さ
れ
て
い
た
。
特
に
、
生
活
改
善
は
日

本
が
半
封
建
制
度
的
な
体
質
か
ら
脱
却
す
る
た
め

の
基
盤
と
な
る
土
地
所
有
制
度
の
改
革
（
農
地
解

放
）
と
並
行
し
て
、
近
代
的
生
活
技
術
の
導
入
活

動
を
通
じ
て
、
貧
困
な
生
活
水
準
に
あ
っ
た
農
家

生
活
の
民
主
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
初
期
の
生
活
改
善
手
法
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
「
農
村
生
活
改
善
協
力
の
あ
り
方
に
関
す

る
研
究
会
」
が
膨
大
な
資
料
を
収
集
し
、
多
く
の

生
活
改
善
活
動
を
実
践
し
て
き
た
生
活
改
良
普
及

員
、
専
門
技
術
員
の
証
言
な
ど
を
ま
と
め
て
お
り
、

そ
れ
に
譲
る
。

高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
農
家
の
生
活
水
準
も

向
上
し
は
じ
め
た
。
そ
の
た
め
高
度
経
済
成
長
期

は
生
活
改
善
の
新
た
な
展
開
の
必
要
性
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
期
に
二
代
目
生
活
改
善

課
長
に
着
任
し
た
矢
口
は
、
視
点
を
農
家
か
ら
農

村
と
い
う
地
域
社
会
空
間
に
、
ま
た
、
農
村
に
居

住
す
る
「
個
人
」
と
い
う
視
点
に
変
え
て
新
た
な

生
活
改
善
活
動
を
創
出
し
た
の
で
あ
る
。

矢
口
が
課
長
時
代
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、「
健

康
管
理
の
対
策
、
労
働
適
正
化
対
策
、
生
活
環
境

整
備
の
対
策
、
高
齢
者
対
策
、
生
活
水
準
の
診
断

調
査
、
農
家
婦
人
の
活
動
促
進
、
等
の
事
業
化
」

（
矢
口
光
子
「
生
活
改
善
の
今
日
ま
で
の
発
展
過

程
」『
生
活
研
究
』
第
一
四
号
、
農
山
漁
家
生
活

改
善
研
究
会
、
一
九
七
三
年
）
で
あ
り
、
特
に
農

業
者
の
健
康
を
支
え
る
た
め
の
施
策
、
生
活
環
境

の
問
題
、
農
村
地
域
社
会
で
顕
著
に
な
り
始
め
た

高
齢
化
問
題
な
ど
に
他
省
に
先
駆
け
着
手
す
る
と

同
時
に
、
新
し
い
農
村
生
活
像
を
捉
え
よ
う
と
基

本
的
作
業
に
取
り
組
み
始
め
た
。

矢
口
の
そ
の
頃
の
活
動
を
支
え
た
の
は
、
多
分

矢
口
光
子
と
生
活
改
善̶

日
本
の
経
験
を
活
か
す
農
村
開
発
手
法

特集／農村開発と農村研究

富
田
祥
之
亮
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野
に
わ
た
る
中
堅
の
研
究
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
栄

養
学
、
医
学
、
公
衆
衛
生
学
、
保
健
社
会
学
、
家

政
学
、
農
村
建
築
、
農
業
経
済
学
、
心
理
学
、
精

神
病
理
学
、
農
村
社
会
学
、
教
育
学
、
さ
ら
に
民

俗
学
、
文
化
人
類
学
と
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。

矢
口
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
導
下
に
お
け
る
生
活
改
善
か

ら
、
わ
が
国
独
自
の
生
活
改
善
を
目
指
し
て
大
き

く
舵
を
取
り
、
よ
り
有
効
な
方
法
へ
向
か
わ
せ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
背
後
に
、
彼
女
の
考
え
方
を
支

持
す
る
こ
う
し
た
多
分
野
の
研
究
者
が
い
た
。

●
医
師
と
し
て
の
矢
口
光
子

矢
口
は
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
東
京
女

子
医
学
専
門
学
校
に
入
学
し
、
一
九
四
七
（
昭
和

二
二
）
年
に
卒
業
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
空
襲
で

転
居
し
た
千
葉
県
千
葉
郡
誉
田
村
で
開
業
し
て
い

た
姉
の
診
療
を
手
伝
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
イ
ン
タ

ー
ン
時
代
も
続
き
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年

農
林
省
農
業
改
良
局
普
及
部
生
活
改
善
課
に
雇
わ

れ
る
ま
で
農
村
開
拓
団
で
の
活
動
が
続
く
。
一
九

四
九
（
昭
和
二
四
）
年
九
月
に
農
林
技
官
と
な
り
、

在
籍
の
ま
ま
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
一
九
五
○

（
昭
和
二
五
）
年
三
月
ま
で
従
事
し
、
同
年
四
月

に
医
師
国
家
試
験
に
合
格
し
て
一
人
前
の
医
師
と

な
る
（
略
年
表
参
照
）。

課
長
に
就
任
す
る
と
、
農
業
者
の
健
康
問
題
に

着
目
し
、「
農
村
・
農
業
者
の
健
康
維
持
管
理
」

を
打
ち
出
し
、
農
村
医
学
会
と
の
連
携
活
動
、
市

町
村
段
階
の
行
政
と
の
連
携
も
農
協
・
保
健
所
と

の
横
の
連
携
に
よ
る
幅
広
い
活
動
の
道
筋
を
つ
く

り
あ
げ
た
。
と
り
あ
げ
ら
れ
た
健
康
問
題
に
は
貧

血
、
農
薬
障
害
、
腰
痛
、
高
温
多
湿
の
ハ
ウ
ス
栽

培
野
菜
農
家
で
発
生
す
る
新
し
い
健
康
障
害
、
な

ど
が
あ
る
（
元
千
葉
県
専
門
技
術
員
、
荘
野
敏
子

「
弔
辞
」
矢
口
光
子
追
悼
文
集
刊
行
委
員
会
編
集

『
と
も
し
び
か
か
げ
│
回
想
の
矢
口
光
子
』
一
九

九
五
年
、
三
七
ペ
ー
ジ
）。
日
本
農
村
医
学
会
が

農
林
省
の
委
託
を
受
け
て
一
九
五
二
年
か
ら
佐
久

総
合
病
院
の
若
月
俊
一
郎
博
士
ら
を
中
心
に
「
農

民
の
保
健
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
一
九
五
二
〜

五
四
年
）
を
実
施
し
た
。「
冷
え
」（
一
九
五
五
〜

六
二
年
）、
農
民
の
主
要
疾
病
（
一
九
五
七
〜
五

八
年
）、
主
婦
農
業
と
健
康
障
害
（
一
九
六
三
〜

六
五
年
）、
農
夫
症
（
一
九
六
六
〜
六
八
年
）、
ハ

ウ
ス
病
症
候
群
（
一
九
六
九
〜
七
一
年
）、「
農
業

の
変
化
に
と
も
な
う
新
た
な
健
康
障
害
」（
一
九

七
二
〜
七
四
年
）、「
機
械
農
作
業
に
よ
る
婦
人
労

働
の
適
正
化
」（
一
九
七
五
〜
七
七
年
）、「
農
業

者
の
労
働
に
起
因
す
る
腰
痛
と
そ
の
対
策
」（
一

九
七
八
〜
八
○
年
）、
等
々
、
こ
の
調
査
は
一
九

九
六
年
度
ま
で
続
い
た
。
専
門
家
に
よ
る
調
査
研

究
結
果
を
も
と
に
、
農
業
者
の
健
康
維
持
管
理
活

動
、
労
働
環
境
改
善
活
動
へ
の
大
き
な
指
針
が
生

活
改
良
普
及
員
に
提
供
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

●
農
山
漁
村
空
間
へ
の
展
開

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
か
ら
全
国
三
地
区

に
お
い
て
始
め
ら
れ
た
「
生
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

験
集
落
整
備
事
業
」
が
あ
る
。
こ
う
し
た
新
し
い

事
業
の
創
出
の
た
め
に
、
当
時
中
堅
の
農
山
漁
村

の
研
究
者
が
集
め
ら
れ
た
。
そ
の
ひ
と
り
に
財
団

法
人
農
村
開
発
企
画
委
員
会
の
専
務
理
事
、
石
川

西暦 和暦 年齢 主な出来事

1923 大正 12 年 0 11 月 1日静岡市で陸軍中佐摺澤真清の三女として生まれる。

1941 昭和 16 年 18 4 月東京女子医学専門学校入学。

1945 昭和 20 年 22

3 月 10 日東京大空襲により千葉県千葉郡誉田村字平川に転出。

8月 15 日終戦。実姉摺澤澄子 ( 陸軍軍医学校･医師 ) 誉田村で診療開始。

以後女子医専休暇の折は姉の診療手伝い。

1946 昭和 21 年 23 1 月誉田村開拓団結成 ( 団長　父摺澤真清 )。11 月開拓地誉田村で結婚。

1947 昭和 22 年 24
3 月東京女子医学専門学校卒業（4月国立東京第一病院インターン生）。

9月同病院インターン休学。開拓に専念し、傍ら姉澄子の診療アシスタント。

1948 昭和 23 年 25
11 月夫の仕事のため上京。

12月雇いで農林水産省農業改良局普及部生活改善課勤務。

1949 昭和 24 年 26 9 月農林技官に任命（10月第７次･第 8次国立東京第一病院インターン生）。

1950 昭和 25 年 27 3 月国立東京第一病院インターン終了。4月医師国家試験合格。

1965 昭和 40 年 42 7 月生活改善課長。8月文部省保健体育審議会臨時委員。

1975 昭和 50 年 52

5 月乳ガン手術。6月国際婦人年世界会議日本政府代表代理としてメキシコ国へ出張。

9月農林水産省辞職。

11月社団法人農村生活総合研究センター設立、専務理事就任。

1977 昭和 52 年 54 7 月総理府婦人問題企画推進本部参与。

1988 昭和 63 年 65 2 月ガン再発により入院。

1989 平成元年 66 12 月 16 日第 2回武見記念賞受賞。

1992 平成 4年 69 9 月社団法人農村生活総合研究センター理事長。

1993 平成 5年 70 10 月総理府第４回世界婦人会議国内委員会委員。

1994 平成 6年 71
3 月入院。6月 6日死去。

6月 28 日従五位勲四等宝冠賞が授与される。

表 1　矢口光子の年表

（出所）矢口光子追悼文集刊行委員会編集『ともしびかかげ－回想の矢口光子』1995 年から必要な項を筆者が抜粋。
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特集／農村開発と農村研究

英
夫
（
平
成
一
八
年
四
月
他
界
さ
れ
た
）
が
い
る
。

農
村
開
発
企
画
委
員
会
は
一
九
七
一
（
昭
和
四

六
）
年
に
「
農
業
政
策
の
中
に
大
き
く
農
村
整
備

政
策
を
取
り
入
れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
政
策
的
な
問
題
意
識
が
登
場
し
て
き
た
」（
石

川
英
夫
『
環
境
問
題
と
農
村
空
間
』
農
林
統
計
協

会
、
一
九
九
一
年
）
こ
と
を
背
景
に
設
立
さ
れ
た

調
査
研
究
機
関
で
あ
る
。
農
村
整
備
事
業
の
始
ま

り
は
、
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
に
刊
行
さ
れ

た
、「
農
村
整
備
事
業
の
歴
史
」
研
究
委
員
会
編

『
豊
か
な
田
園
の
創
造
│
農
村
整
備
事
業
の
歴
史

と
展
望
』（
農
山
漁
村
文
化
協
会
）
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、「
農
村
整
備
」
の

考
え
方
で
事
業
が
開
始
さ
れ
た
の
は
一
九
七
○

（
昭
和
四
五
）年
で
あ
る
と
す
る
。こ
の
年
に
「
農

業
基
盤
総
合
整
備
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
調
査
」
が
開

始
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、「
農
村
基
盤
整
備
総
合

整
備
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
」、「
農
村
総
合
整
備
モ
デ

ル
事
業
」、「
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
」
と
現
在

の
農
村
整
備
の
基
礎
と
な
る
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。

一
九
七
○
年
と
い
っ
て
も
農
村
整
備
の
考
え
方

は
、
調
査
の
段
階
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
る

の
か
確
定
で
き
な
い
状
況
が
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。

石
川
は
生
活
改
善
課
の
「
生
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

験
集
落
整
備
事
業
」
の
中
央
推
進
協
議
会
委
員
に

就
任
し
た
こ
ろ
を
振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。「
生
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
験
事
業
は
、

矢
口
さ
ん
か
ら
受
け
た
学
恩
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
、

私
に
と
っ
て
又
と
な
い
良
い
実
地
勉
強
の
場
に
な

り
ま
し
た
。
い
ま
そ
の
頃
の
生
活
改
善
課
の
資
料

を
改
め
て
拝
見
し
ま
す
と
、
農
村
の
社
会
生
活
に

潤
い
を
持
た
せ
る
た
め
の
集
落
集
会
所
を
は
じ
め

昨
今
全
国
の
農
村
の
あ
こ
が
れ
の
的
と
な
っ
て
い

る
、
農
家
の
手
洗
場
の
水
洗
化
に
至
る
ま
で
、
時

代
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
高
ま
っ
て
い
く
農
村
生

活
水
準
に
適
合
し
た
様
々
の
整
備
課
題
が
、
す
ぐ

れ
た
先
見
性
の
も
と
に
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
」（
石
川
英
夫
「『
カ
マ
ド
改
善
』

か
ら
の
脱
却
」
前
掲
『
と
も
し
び
か
か
げ
』
七
五

〜
七
六
ペ
ー
ジ
）。

同
じ
時
期
に
石
川
と
一
緒
に
中
央
推
進
協
議
会

の
委
員
を
し
て
い
た
青
木
志
郎
東
京
工
業
大
学
教

授
は
、「
矢
口
さ
ん
が
農
村
の
生
活
や
農
家
の
女

性
の
向
上
に
尽
く
し
た
業
績
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
農
村
計
画
の
視
点
か
ら
高
く
評
価
で
き

る
集
落
下
水
道
の
事
業
が
、
矢
口
さ
ん
に
よ
っ
て

初
め
ら
れ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
」

こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
常
に
農
村
の

生
活
者
、
特
に
農
家
の
女
性
の
立
場
に
た
っ
て
政

策
を
考
え
る
矢
口
さ
ん
の
先
見
の
明
を
持
っ
た
こ

の
事
業
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

農
村
整
備
の
政
策
の
歴
史
を
編
纂
す
る
と
き
に
は
、

集
落
下
水
道
の
項
に
、
生
活
改
善
課
の
矢
口
課
長

が
農
林
水
産
省
の
事
業
と
し
て
集
落
下
水
道
を
最

初
に
導
入
し
た
先
駆
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
記
し

て
頂
け
れ
ば
良
き
追
悼
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
」

と
絶
大
な
評
価
を
し
て
い
る
。

生
活
改
善
活
動
で
重
要
な
の
は
、
上
意
下
達
で

は
な
く
、
下
意
上
達
の
考
え
方
で
あ
る
。
生
活
環

境
整
備
に
お
い
て
も
「
集
落
点
検
地
図
」
な
ど
の

手
法
は
、「
農
村
整
備
」
に
お
い
て
は
専
門
家
や

技
術
者
の
意
見
に
基
づ
き
、
計
画
し
て
い
く
こ
と

に
重
点
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
住
民
の
視
点
で

生
活
環
境
の
点
検
を
行
い
、
そ
れ
を
村
づ
く
り

（
村
落
開
発
）
に
反
映
さ
せ
る
手
法
を
用
い
て
き

た
の
で
あ
る
。
青
木
は
東
京
工
業
大
学
の
研
究
室

で
い
ち
早
く
住
民
参
加
型
の
村
落
開
発
手
法
を
福

島
県
飯
豊
町
、
長
野
県
塩
尻
市
な
ど
で
そ
の
可
能

性
を
実
践
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、

演
劇
手
法
を
用
い
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
手
法

も
先
駆
け
て
導
入
し
て
い
っ
た
。
こ
の
展
開
に
は

矢
口
生
活
改
善
課
長
の
考
え
方
が
大
い
に
影
響
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

●
新
し
い
農
村
像
を
求
め
て

矢
口
が
残
し
て
き
た
著
作
の
中
に
一
九
七
四

（
昭
和
四
九
）
年
の
福
武
直
東
京
大
学
名
誉
教
授

と
の
対
談
が
あ
る
。
福
武
は
永
く
生
活
改
善
専
門

技
術
員
研
修
で
生
活
改
善
事
業
に
貢
献
し
た
研
究

者
の
一
人
で
あ
る
。
矢
口
が
、
そ
の
対
談
の
冒
頭

で
生
活
改
良
普
及
員
が
当
惑
し
て
い
る
農
村
の
混

住
化
を
と
り
あ
げ
、
都
市
と
は
異
な
る
農
村
の
情

況
を
ど
う
把
握
し
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に
導
け
ば

い
い
の
か
、
問
う
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
福
武

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
概
念
を
説
明
し
た
あ
と
、「
こ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
拡
が
っ
て
い
っ

た
社
会
的
条
件
と
し
て
は
、
村
落
共
同
体
の
解
体

と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
解
体
し

た
ま
ま
で
は
困
る
の
で
、
何
ら
か
の
新
し
い
ま
と

ま
り
が
で
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
新
し

い
ま
と
ま
り
と
い
う
の
は
、
そ
こ
の
地
域
社
会
に

住
ん
で
い
る
人
の
自
覚
に
基
づ
い
た
自
主
的
な
、

あ
る
い
は
主
体
的
な
行
動
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
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た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
カ
ナ
文

字
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
現
わ
す
と
い
う
感
じ
で
使

わ
れ
る
と
い
う
形
で
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
と

い
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
し
、

「
村
に
話
を
戻
し
て
い
い
ま
す
と
、
混
住
、
混
在

と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
場
合
農
家
と
非
農

家
の
混
住
だ
け
で
な
く
兼
業
化
に
よ
っ
て
さ
ら
に

農
家
そ
の
も
の
の
中
味
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
こ

と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
農
村
で
は
、
村
の
運
営
は
伝
統
的
な
や
り

方
を
多
少
手
直
し
し
、
合
理
化
し
な
が
ら
続
け
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
ま
と
ま
ら

な
い
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
そ
れ
を
放
置
し

て
は
お
ら
れ
な
い
の
で
何
ら
か
の
形
で
共
同
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
／
そ
こ
に
共
同
の
目

標
と
し
て
カ
ナ
文
字
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
あ
げ
、

な
ん
と
か
し
よ
う
と
い
う
努
力
が
さ
れ
て
い
る
ん

だ
と
い
う
の
が
現
在
の
段
階
で
あ
る
、
と
い
え
そ

う
に
思
う
ん
で
す
が
ね
」（
矢
口
光
子
・
福
武
直

「
こ
れ
か
ら
の
農
村
の
く
ら
し
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
」『
生
活
研
究
』
第
一
八
号
、
農
山
漁
家
生
活

改
善
研
究
会
、
一
九
七
四
年
）
と
し
て
い
る
。

矢
口
が
常
に
問
題
に
し
て
き
た
の
は
、
都
市
と

農
村
の
生
活
の
違
い
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
農
村

の
生
活
向
上
は
農
村
生
活
の
都
市
生
活
化
か
、
と

い
う
問
題
意
識
で
あ
る
。
福
武
は
、
農
村
社
会
の

中
に
村
落
共
同
体
の
残
滓
が
依
然
と
し
て
強
く
存

在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
く
が
、
必
ず
し
も
矢

口
の
求
め
て
い
る
新
し
い
農
村
社
会
像
と
は
結
び

つ
か
な
か
っ
た
。

●
新
し
い
農
村
像
を
得
る
手
が
か
り

新
し
い
農
村
像
を
描
け
る
手
が
か
り
と
な
っ
た

の
は
、
他
省
庁
に
先
駆
け
て
一
九
七
二
（
昭
和
四

七
）
年
に
事
業
化
し
た
高
齢
者
生
活
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
と
、
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
に
民
俗
学

者
の
宮
本
常
一
、
文
化
人
類
学
者
の
祖
父
江
孝
男
、

米
山
俊
直
ら
の
指
導
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
農
村
高

齢
者
の
生
活
史
を
記
録
す
る
「
農
山
漁
村
生
活
改

善
技
術
資
料
収
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
各
地
の
農
山
漁
村

の
高
齢
者
か
ら
そ
の
生
活
史
、
ム
ラ
に
伝
わ
る
生

活
技
術
等
を
聞
き
書
き
す
る
こ
と
」
が
行
わ
れ
た
。

一
九
八
五
年
ま
で
に
全
国
各
地
の
農
山
漁
村
高
齢

者
三
四
二
名
の
話
者
の
記
録
が
収
集
さ
れ
、
そ
の

成
果
は
、『
村
の
歴
史
と
く
ら
し
』（
全
一
一
冊
）

と
い
う
膨
大
な
資
料
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
（
原

ひ
ろ
子
解
説
『
農
山
漁
村
生
活
史
調
査
資
料
集
』

と
し
て
二
○
○
六
年
二
月
に
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

よ
り
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
た
）。

矢
口
は
高
齢
者
の
事
業
か
ら
以
下
の
よ
う
な
農

村
像
を
引
き
出
す
。「
農
業
は
他
の
産
業
と
違
い
、

風
雪
に
耐
え
て
生
物
（
植
物
、
動
物
）
を
育
て
る

職
業
で
、
無
機
物
を
加
工
す
る
商
工
業
と
で
は

『
育
て
る
』
と
『
つ
く
る
』
の
違
い
が
あ
る
。
厳

し
い
自
然
環
境
の
中
で
『
育
て
る
』
職
業
を
行
う

時
、
人
間
の
能
力
を
超
え
た
困
難
に
ぶ
つ
か
る
。

水
や
土
地
や
山
の
管
理
は
一
人
で
は
行
い
得
な
い
。

『
生
死
病
老
』
へ
の
対
応
も
一
人
で
は
出
来
な
い
。

そ
こ
に
社
会
性
が
生
ま
れ
、
お
そ
れ
を
知
っ
て
お

り
、
行
動
す
る
時
の
節
度
や
秩
序
が
生
ま
れ
る
。

ま
た
、
え
い
え
い
と
続
け
ら
れ
る
大
地
に
向
っ
て

の
戦
い
の
よ
う
な
農
業
を
行
う
に
は
、
活
力
や
情

念
を
大
切
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
」（
矢
口
光
子
「
新

し
い
農
村
生
活
の
方
向
」『
生
活
設
計
』
第
九
四
号
、

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
、
一
九
七
六
年
）。

つ
ま
り
農
山
漁
村
で
暮
ら
し
て
き
た
技
術
、
技
、

し
か
も
貨
幣
で
は
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

そ
の
土
地
で
育
ま
れ
た
「
人
間
中
心
の
技
術
」
が
、

暮
ら
し
の
向
上
を
促
進
す
る
と
明
確
に
主
張
す
る

の
で
あ
る
。

矢
口
は
、
米
国
か
ら
指
導
を
受
け
た
生
活
改
善

を
大
き
く
軌
道
修
正
し
、
日
本
文
化
に
な
じ
ん
で

い
た
伝
統
的
な
「
生
活
改
善
」
と
も
異
な
る
も
の

を
全
国
の
生
活
改
良
普
及
員
と
と
も
に
構
築
し
た
。

そ
の
成
果
で
あ
る
農
村
女
性
た
ち
に
よ
る
朝
市
・

青
空
市
、
直
売
所
や
農
産
加
工
等
を
通
じ
て
経
済

参
加
を
促
し
、
そ
の
結
果
生
じ
た
地
産
地
消
の
運

動
、
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
等
の
生
活

改
善
手
法
を
用
い
た
村
落
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

成
果
を
、
生
前
に
お
見
せ
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
に
悔
い
が
残
る
。

矢
口
が
求
め
て
き
た
農
村
生
活
改
善
の
方
向
転

換
に
よ
り
は
じ
め
て
、
日
本
の
経
験
が
開
発
途
上

国
の
農
村
開
発
に
応
用
可
能
な
も
の
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

（
と 

み
た　

し
ょ
う
の
す
け
／
社
団
法
人
全
国

農
業
改
良
普
及
支
援
協
会
主
任
研
究
員
）
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